の ち ゆき ぐ に 

それから 二十 年ば かりたった 後、 彼 は 雪国の 汽車の 

中に 偶然、 彼女と めぐり 合った。 窓の 外が 暗くなる の 

につれ、 沾 めった 靴 や 外套の 匀 ひが 急に 身にしみる 

時分だった。 

I 暫くで したね ご 

彼 は 巻 煙草 を銜 へながら、 (それ は 彼が 同志と 一 し 

よに 刑務所 を 出た 三日 目だった。) ふと 彼女の 顔へ 目 

そそ 

を 注いだ。 近頃 夫 を 失った 彼女 は 熱心に 彼女の 両親 や 

兄弟の こと を 話して ゐた。 彼 は その 顔 を 眺めた 時、 妙 

ま 

に 真剣な 顔 をして ゐる なと 思った。 と 同時にい つの 間 

にか 十一 一歳の 少年の 心に なって ゐた。 



彼等 は 今 は 結婚して 或 郊外に 家 を 持って ゐる。 が、 

ま 

彼 は その 時 以来、 妙に 真剣な 彼女の 顔 を 一度 も 目の あ 

たりに 見た ことはなかった。 

(大正 一 五. 一二. 一) 
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